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平

敷

宮

殊

％

Ｆ

次

発

揚

調

査

終

了

象

各

特
別
空
麻
「
平
威
宮
蕗
」
の
笏
子
Ｘ
発
廊
調
査
は
、
照
約
Υ
午
〃
可
▼
日
に
絶
め
、
勢
年
ツ
再
ぢ
耳
に
全
調

盗
と
怒
て
、
Ｘ
後
握
り
た
し
億
紫
屯
実
た
ｔ
て
　
，
同
把
ュ
に
Ｚ
て
Ｌ
た
。

本
回
の
調
査
匁
坊
穂
一
余
投
ィ
粧
紀
町
∵
キ
輛
、
蓮
林

一
祭
重
の
九
側
に
あ
た
り
、
笏
４
々
調
査
牝
宏
と
彪

路
と

へ
せ
て
そ
索
刺

●
一
歯
で
、
７
宏
笞
全
叛
か
ら
解
る
と
、
を
を
個
の
工
兆
方
か
ら
東
に
クゝ
貯
て
の
部
分
と

な
る
。

著

妬
調
査

翻
籟

魃
渚

７
１
ル

く
を

え

つ
棄

物
堕
触

は
劣
椋

。
い
す

れ
も
揚
立
社

の
建
物
を
主

と
し

、
そ

の
催

Ｋ
緒

ヤ
　
土
琴
籟
　
水

賄

な

ど
七

″
め
ｔ
特
玖

空
墜
肱
バ
ぁ

る
。
ど
れ
ら

の
鐘

羅

世
た

が
、ヽ
に
上

下

に
芝

鞭
ｔ

＜
い
る
た
め
に
、
霧
復
な
ら
ダ
に
掘
上
狂
の
妬
労
の
勿
中
ら

ぃ
な
ど
セ
槍
錯
ｔ
て
、
そ
の
整
蓄
賄
期
の
先
後
と

爽
た
Ｌ
佐
Ｐ
こ
の
絡
来

。
と
の
犯
叛
に
度
ウ
な
く
Ｙ
も

ノ＼
電
に
わ
ｋ

つ
て
堂
著
が
あ

つ
た
こ
と
、
考
た
が
甥
孝

々
ま
で
の
調
査
の
維
ス
と
驚
今
ｔ
で
、
聰
谷
す
る
と
新
後

げ
口
に
わ
七
る
ヒ
蓄
が
記
の
ら
れ

る
こ
と
Ｋ
な

つ
た
。

さ
ら
に
、
今
営
の
調
査

で
は
　
耗
年
掘
の
あ
る
木
箔
の
為
ゑ
ｋ
ょ
け
、
ェ
れ
ら
逮
糖
の
乏
瞥
陵
海
の
一
ス
に
推

鴛
年
代
‘
与
え
る
こ
て
公
可
雀
柁
ま

つ
た
，

Ｘ
下
、
こ
れ
ま
で
♪
猪
に
第
靡
次
の
調
査
絡
衆
近
狩
た
ｔ
な
が
ら

、
こ
れ
ら
の
瞳
瘤
を
遊
ゼ

の
峻
Ｋ
従

つ
て

匿
分
し

、
拡
違
す
る
。

（
Ｉ
芽

〕
　

訥
蚤
把
叛
の
Ｖ
々
や
ゝ
薦
工
り
に
、
宋
戯
に
た
る
申
伸
／
狐
の
方

い
蒲
の
存
在
ｔ
た
時
期

で
あ

る
。
こ
の
蒲
は
、
広
ｋ
わ
す

か
ｔ
体
抗
″
ｔ
と
を
め
す

、
甕

と
に
て
の
各
紘
欺
閻
は
長
く
な

か
つ
た
も
の
と
老
、

え
ら
れ
る
。
第
靡
ｋ
調
査

の
Ｉ
齋
の
南

の
落
は
、
こ
の
蒻

の
衝

へ
の
並
及
ｋ
れ
た
る
。
二
れ
ま
で
の
調
査

で
は
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（
仇
と
こ
ろ
と
の
時
期
ｋ
Ｌ
壇
き
炊
佐
鷲
祭
鐘
権
隊
楡
密
ё
独
て
い
な

い
。

（
Ｉ
審

）
　

ｌ
警
の
猪
セ
狂
立
て
、
寓
時
に
調
査
鬼
妬
の
末
半
ｋ
、
厚
基
子

閉
差
皮

の
上
征
射
が
行
わ
れ
化

時
鶏
が
あ
る
。
二
の
と
密
け
ｋ
ま
な
密
廷
衝
に
、
―
枚
の
鷲
物
が
造
哲
さ
″ｔ
て
い
る
。
童
物
電
策
題
え
梱

（
社

簡
み
約
，
猟
＝
太
子
天
ｐ
く
）
、
常
兆
あ
闊
Ｘ
上

（
左
閻
各
絢
９

独
＝
″
Ｋ

）
で
、
爾
脈
度
未
調
査
招
笏
κ
あ

る
。
酒
花
的
閣
係

か
ら
す
る
て
、
第
孝
次
網
査

の
第
工
堂
鵜
審
ど
同

一
詩
類
の
も
の
と
％
え
ら
独
る
っ

〔
租
夢

〕
　

第
孝
次
調
査
で
１
評
に
雇
す
ビ
老
え
た
払
ょ
り
の
権
の
鬼
近
ｋ
部
七
、
参
回
の
調
査
犯
坊
ｔ
ｔ

考
忽
ｔ
ｋ

ド
、
屠
也
角
関
係
か
ら
Ｘ
に
行
わ
れ
た
豚
上
Ｘ
瓶

、
ェ
涛
建
物
Ｘ
後
ｋ
妬

つ
た
お
の
で
ぁ
る
ｔ
と
が

判
用
ぃ
に
。
と
の
病
は
、
二
φ
め
ち
笏
Ⅶ
重
絹
審
の
路
堀
ま
で
格
統
す
る
．

お
Ｗ
房

〕
　

か
た
た
ゲ
参
猪
叛

に
上
盛

ｔ，
が
行
わ
れ
て
い
な
が
、
二
の
上
征
，！
度
　
雰
孝
次
調
査
比
笏
の
第

１

・
％
Ⅲ
遊
糖
ィ

の
あ
い
だ
ｋ
衛
ζ
わ
れ
た
上
γ
り
Ｌ

一
孜
す
る
。
Ｙ
こ
ろ
〆
ど
の
整
ガ
箇
ｋ
置
い
く

つ
か
の

墜
拡
が
ら
が
た
体
く
ぃ
て
．
ら
ち
緊
娩
た
ヤ
火
竹
重
に
位
逐
す
る
Ｅ
族
は
、
家
題
絢
穿
額
常
兆
約
ど
狂
嶽
盛
約

κ
知
で
、
な
に
考
さ
約
酵
魏
の
上
各
昨
そ
宮
窓
覧
物
と
多
多
Ｌ
参
た
だ
堆
歿
影
が
あ
る
。
堆
赳
す
る
Å
平
蛍
宇

大
年
銘
の
水
臨
セ
を
勉
ｔ
ｋ
の
ぼ
と
こ
で
ぁ
る
っ

と
の
拡
と
倒
時
期
推
避
筵
さ
れ
る
葉
物
は
、
発
笏
比
家
隊
に

一
獅
分
セ
資
盆
ｔ
ｔ
？
旅
で
、
九

の
お
の
は
路

兆
支
甑

（
控
閻
各
簡
じ
狙
＝
″
Ｋ
）
で
末
敵
に
預
い
地
の
ゝ
輛
ば
社
盟
″
К
の
地
孫
分
の
み
で
、
い
す
れ
も
大

孫
分
が
水
発
妬
比
叛
に
の
復
て
い
な
。
こ
の
マ
芽
は
、
第
ク
亥
拓
食

の
笏
Ш
壇
務
霧
と
一
孜
す
る
と
の
道
を
物
仇

〔
マ
芹

】
　

冒
審
の
拡
七
握
敬
後
、
孝
旅
の
葉
物
が
乾
ヒ
さ
れ
ｋ
跨
数

で
あ
る
”
発
揚
勉
｝
文
糟
垂
に
度
、

詢
兆
世
瑕
い
２
旅

が
あ
引
、
兆
の
建
物
は
家
閲
２
観
、
常
兆

ク
観

（
左
開
胞
Ｊ
タ
ーー
御
力
Ｋ
】
で
、
詢
の
芝
物

お
園
絶
揉
争
あ
る
が
、
そ
の
預
の
々
半
び
衣
納
査
比
坊
に
か
つ
。
化
の
２
粽
灯
調
盆
比
笏
の
家
脈
ヒ
Ⅳ
郡
建
物
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望
複
し
て
揆
出
さ
れ
た
も
の
で
　
兆
の
建
物
は
、
爾
ｋ

毘
題

（
注
観
各
々
Ｊ
叡
＝
力
Ｋ
）
で
家
由
に
象
く
、
顆

の
楚
勁
筐
南
え
に
４
観
芥
の
た
が
あ
る
の
卑
で
、
考
の
ｔ
ピ
不
閑
で
あ
る
，
こ
れ
ら
の
鐘
務
は
、
第
字
次
詢
査

の
錬
Ｗ
て
至
第
▽
監
緒
芽
に
オ
孜
す
る
宅
の
と
超
わ
れ
る
。

（
Ｍ
著

）
　

▼
】
の
芽

に
を
す

ぺ
と
堕
権
は
、
今
観
の
調
査
セ
叛
で
発
見
Ｌ
す
ひ
つ
た
が
、
物
ク
な
鋪
査

の
笏

▽
滋
繕
舞
に
紹
当
す
る
隣
翅
で
あ
る
。

庁
Ⅲ
舞

〕
　

栗
梱

兄
閻

、
緒
衛
す
観

（
桂
閣
各
御
影
独
＝
Ｐ
Ｋ

）
の
身
参
に
、
疫
天
の
兆
た

と
歴
災
の
翻
鬼

と

つ
け
七
建
物
で
、
化
の
支
物

と
遂

つ
て
、
稼
と
Ю

鰍
矮
及

の
嫁
オ
肉

ｋ
、
約
わ
閉
密
存
及

の
上

面
の
平
ら
ζ

イ
整
彰

の
石
覧
礎
放
庶
に
据
え
て
い
る
。
第
４
次
調
査
笏
あ
堕
癌

斉

Ｙ
ほ
ゞ
同
時
翅

で
わ
ろ
う

。

【
配
芽

〕
　

灰
ィ上
の
建
物
の
塞
施
後
、
雰
友
零
と
子
～
オ
％
の
上
２
り
び
（
宏
ｋ
行
わ
れ

て
い
る
。
と
の
密

犯
題
ｋ
翔

う
ｔ
ヤ
米
競
よ
け
に
、
南
兆
に

一
列
に
な
ら
″
桂
閻
み
御
Ｊ
狐
＝
″
Ｋ
の
あ
立
な
の
あ
方
が
あ

つ
て

調
歩
た
抜
憮
で
は
解
本
セ
姥
認
し
て
い
る
。
笏
Ｉ
Ｘ
調
査
た
．物
の
文

よ
り
で
校
盆
し
た
え
刻
の
常
北
泣
列

と
ロ

じ
く
、
細
嫁

の
監
務
で
あ
ろ
ら
体
。

（
Ⅸ
著

〕
　

笏

兄
次
鏑
沓

で
校
れ
し
た
え
列
の
爾
な
な
列

り
弱
刻
り
斎
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査

で
は
そ
糸

筐
紹
者
す
る
と
の
が
な
か

つ
た
。
も
し
ろ
Ⅷ
芽
の
常
兆
姓
列

が
、
第

２
次
鋼
を
光
瘍
の
こ
の
時
期
ま
で
存
統
し

て
い
た

の
ｒ

空

い
が
て
考

え
りヽ
れ
る
，

（
Ｘ
斉

〕

　

Ⅷ

審

の
拓

立

柱
刻

叛
ガ

の
上
盃

を

け

ゴ

つ
て

ら

が
荏
れ

た

土
番

を

が
、
権

列

そ

い
と
発

妬

光

�

駁

の
逆

賂

ぎ
わ

に
希

つ
て
、
市

兆

に
綴

く

の

ゲ
て

い
移

Ｄ
蓮

賂
ぎ

わ

の
も

の
は
比

４
は
遂

賂
下

に
入

つ
て

い
盈

第

４
々
調
査

梃
数

で
笏

夕
堂

繕

守

と
Ｌ

ｋ
も

の
は
、

陸
孝

か
ら

ス
う

ど
こ

の
Ｘ

斉

に
た
す

が
、
と

し

ろ
Ⅸ

寿

と

口
時
欺

惟
す

ヾ
と

で

あ

ろ

う

。　
　
　

一
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Ｘ
上

の
杷

ヒ
Ⅶ

舞
れ

列

の
面

に

、
文

守

え
観

（
左
閻

絢

那

η
＝
７

Ｋ

）
、
南
比

率
聞

（
粒

閻

合
的

Ｊ
狂
＝
″

疋

）
の
拓

ェ
桂

の
笠

物

パ
あ

る
ょ
層

仕
竹

に
は
耳
啓
反
後
Ⅶ

の
も

の

で
あ

る
が
、
そ

の
い
，
れ

に

石
す

か
は
不

朝

で
あ

な
。

（
鷺

物

）

　

ま
す

あ
げ

る

べ
き

も

の
は

、
銹
Ｖ
重
着
葬

の
昭
拡

分
ら
秀
え

し
に
木

精

で
あ

る
。
本
簡

ば

納
片

屯
含

め
て
針

ガ
煮

、
そ

の
う
ち

記
年
宛

の
あ

り
も

り
は

Ｍ
焦

ぐ
み

ら
，
こ

の
坊

『

か
ら
壇
陀

ｌｒ
上
恐
昨
、
木
辞
ム

ク
ル
ミ

、
―
チ

の
文

ｉ
粕

の
策

な

ど
七

多
詈

Ｋ
を
拡

い
上

み

に
も
狂
蓄

の
あ
る
土

順
吾

が
三
個
体
あ

つ
た

，
こ

な

ら

の
鷺

物

の
然

上
旋

悠

か
ら
　
二
の
坊

瞳
短
期

闇

の
⌒

昭
物

の
衿

て
錫

で
あ

つ
た

と
移
ら
れ

る
。

Ｘ
芽

の
上

審
落

か
ら

も

、
多

望

の
上

瞬
漂

、
顔
竃
番
■

と
を
え

ヽ
ち

ち

Ｋ
は
装
縁
絡

の
議
ａ
付
協
十
卜

府
徊
体

分
あ

つ
て
、

協
台

ち
ら

に

■
太

」
の
刻
？

の
あ

る

分
が
あ

る
。
貢
惣

の
独

上
は
，

主

ヒ
ｔ

く
火
霧
兆

よ

ダ
入

上
中

昴
■

で
、

芽
ｋ
薇
ν
掴
、
守
７
冤
泌
個
と
か
ぞ
え
、
う
ち
に
は
修
理
就

の
「
修

イ
７
を
中
央
に
陀
し
て
、面
側
に
咳
丈
を
確

ｔ

た
狩

辛

気

が

あ

り

、
Ｘ

審

の
上

春

で

少

ら

を

え

ｔ

と

，

Ｘ
上
が
か
口

の
笏
子
求
奏
搬
詔
査

の
統
撃
で
あ
今
が
、
こ
水
を
重
擁
ｔヽ

て
力
な
さ
糸
る

ニ
ミ
を
あ
い
る
と
、

天
平
望
慧
大
年
七
主
と
す

る
た
午
斃
の
水
箇

の
発
え
に
よ
り

、
Ｍ
審
Ｘ
後

の
整
著

の
上
駁
下
た
め
ら
れ

、
工
れ

ど

で
の
調
査

に
よ

つ
て
給
密
さ
れ
と
多
れ

の
建
物
堂
捧

の
ほ

と
人
ご

ド
、
奈
支
府

庶
未

婢
午
余
の
ヒ
修
に

か
か

る
も

の
性
利
陶
ｔ
亀
の
ｋ
托
い
Ｌ
て
、
そ
れ

Ｘ
流
Ｋ
毛
者
窓
遊
首

り
な
距
さ
る
ぺ
さ
受
物

の
堕
権

〆
ゝ
極
め
て

ヶ
欺
ｔ

（
こ
の
た

院

に
狡
猛

さ
次

＜
拭
ζ

い
こ
と
ｔ
あ
る
。
ｔ

か
ｔ
こ
の
田
惣
ｋ

つ
い
イ
筐
．
天
平
室
守
年
聞

Ｘ
筑

の
て
物

の
考
無
七
磨
認
す
る
に

の
に

、
ま
げ
宏
籠
回
の
発
妬
調
査

セ
屈
睾
と
す
る

か
ら

、
今
停
ｋ
よ
ｋ
ね

世
な
ら
な

い
。
第

二
は
陸
能

か
ら
後
宗
さ
れ

る
葉
物

の
特
能

マ
性
絡

に
つ
い
て
、
水
簡

〆
玄
阜
生
ｆ
燿
り
な
髪

供
ｔ
ｋ
ど
と
、
て
く
ｋ
え
％

の
時
な

や
伽
上
液
筵

か
ら
こ
の
地
亥
の
重
務

が
、
後
粋
関
係
の
壮
孝
之
塚

つ
た
宮
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宙
な

の
た
修
眩
力

よ
ダ
大
噴
箕
帝
承
の
建
物

〓
な
た
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。　
ｉ
　
　
　
　
　
ｆ　
　
ｉ

象
後
に
今
営
の
調
査

で
逹
く

に
指
感

ｔ
ｋ

こ
と
Ｌ
、

い
　
八
ｋ
出
勧
欺

の
菰
ヶ
で
あ
る
。
二
れ

は
標

冒
孟
祐
長
の
並
云

、
十

二
．

一
粛

と
い
う
隣
蜘
て
く
後
に
も

よ
つ
た
が
、
余
投
И

里
で
の
士
水
孝
末

の
蛋
術

Ｋ
ど
る
著
質
今

の
ｋ
の
の
人
欠
移
動

の
頻
紫

と
〆
療
国
の

一
つ

で
も
あ
る
こ
と
，

の
　
持
／
審

‘
水
街
な

ど
と
い
う
有
犠
安

の
整
物
は
、
妊
気

Ｋ
み
な
る
ｌｔ
従

つ
て
姻

雀
に
次
死
坂
に
セ
分
二

す
。
写
真
級
彩

、
文
刻
　
を
ク
４
レ
ｋ
よ
る
空
女
医
監

と
ぃ
ぅ
た
急
括
医
ビ
毬

つ
た
毛

の
の
、
ゑ
彰
と
遅
蓄
ｔ

株
考
す
る
と
す
独
陵
掛
階
稼
化
な

ど
の
捨
互
と
と
ら
拷
殴
な
ら
ぬ

が
■
そ

の
鷲
ｋ
は
狩
拓
ご
と
の
あ
す
た
々
し

い
筐
物

の
孝
後
無
理

（
調
査
衆
は
発
撼
中
ｔ
ん
急
セ
肇
す
る
も
の
を
々
業

で
無
盟
す
る
）
と
あ
ゎ
せ
て
、
殻
峰

の
拡
冤
整
備

、
人
亥

の
爾
惚

近
い

っ
ｋ
彰
で
、
ぞ
支
箔
ば
ャ
く
移
勉
災
な
は
な
ら
み
こ
と
、
ζ
を
で
あ
る

っ

か
水
簡

〕

　

托

の
杉
急

ｋ
ま

つ
て
暫

膠

匝
杉
式

に
分
類

さ
な

る
。

い
　
乾

珊
杉

の
と
の

。

の
　
色

で
権

り
鷲

け
る
上
め

、
上
柔

埴
上
下
端

立
落

ヒ
切
彼
ど

の
あ

る
も

の
，
翔
餃
色

椰

に
紐

の
尿
廊

が
認

め
ら
れ

る
ｔ

ρ
金

あ
る
。

⑭
　

下
幼

七
来
ら

せ
た
も

の
。

の

一小
ふ
片

り
上
下

が
抑
顎
Ｌ

玉
塚
型

の
不
賭

な
も

の
お

よ

ダ

一
姦

使
昭
―
に
本
題
と
露
技

鶏
申

の
た

め
、

丈

ζ

の

一
抑

分

七
狙

け
み

ぃ
た
本
雇

Ｙ
差

た
ら
れ

る

を

の
が
あ
る

。

を

の
中

で
Ａ
杉

貨
の
を

の
は
主

と
に

て
小
笠

、
散

一
索
鶏

　
諄
容

（
敬

）、
火
な

ど
の
物
賓

の
支

盆
之

衆

め
そ
権

素

と
ｔ
言

う

べ
こ

も

の

。
伊
、

Ｃ
杉
次

世
〓

に
物
安

に

つ
け
ら

加
て

い
た
本
社

で
．
ｇ

彬
す

日
絃

で
修

り

う
―女

―ら一



Ｃ
形
式

は
英
差

ｔ

に
も

の
，
形
式

ｌｔ
二
瘤

叡

あ

る
の
は
賓
連

な
至
体
Ｖ

の
際
の
ヒ
整

オ
宏

の
相
遂

に
よ

る
よ
う

で
あ

る
。

「
キ
拓

　

小
互

一
斗

…
…

ｉ
」

の
木

簡

ｋ
は
，

■
竹
荻
体

編

」
の
る

が
覚
え

、
裳

に
世

「
三
肩
大
日
」
と
あ

乙
。
こ
れ

ば
絃
日
本

紅
に
も
し
隣
ｔ

世
え

え
る
箕

歿
墓
空
を

生

電
お
ら
落
藩
）
ホ
家
主
士

の
ミ
と

で
あ

つ
っ
天
子

室
写
大
年

五
笛
甘

ユ
曇

、
落
詠
上
蜜

は
著
仁

泉
蜜

と
骸

あ

つ
て

、
宏

孝
守

に
入
ウ
独

ｋ

が
ヽ
推
年

に
も
ζ
み

だ

ど

ふ

つ
て
い
ら
れ

佗

よ
ち
で
ぁ
る
。
し
た

が

つ
て

、

「
守
請

」
の
や

は
法
誓
争

、
二
日
六

日
憲
七
年

の
こ

と
と

多
ら
れ
る
。
偽
土
木
簡
守

、
毎
そ
の
あ
る
の
は
す

べ
て
入
平
雲
字
大
年
前
後
で
め
る
。
災

「
太
ヱ
二
十
直
な
二

丈
」
と
あ
る
も
の
も
え
え
る
が
、
ス
平
家
害
年
間
の
大
ヱ
の
後

の
上
堺
傾
向

♪
ら
雑
し
く
、
こ
れ
も
入
平
宮
憲

七
年
三
月
角
全
八
年

二
月
の
盟
の
ヽ
の
と
老
災
ら
れ
る
。

々
に

「
紀
夕
回
箇
釉
辣
財
如

…
…
―
い
未
簡
の
「
雪
名
抑
財
豹
」
は
、
狛
ね
ル

の
協
協
邦
財
都
郷
め
こ
と
で

あ
け
、
繁
衝
午
そ
の
上
に
、
「
三
十
」
音
読
か
る
の
は
、
た
そ
ら
く

「
二
斗
」
で
あ
ろ
う
。
疵
彼
心
に
ど
つ
王

丁

オ
大

の
紹

の
携

げ

三
十

で

あ

る

か
ら

、

二
次

瞳

欠

口

部

あ

歯

一
大

分

の
翻

厖

に

つ
け

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う

。

く

「
掬
縄
手

」
に

つ
け
ら
な
て
い
に
木
北
仁

つ
し、
て
は
、
重
多
拭
に
甲
貨
園
中
男
作
物
と
ｔ
て
招
糀
独
が
釘
せ

ら
れ
く
い
る
。
裁

鮮
夭
子
芸
写
年
間
ｋ
世
独

と
■
て
で
は
七

く
、
狛
絡
そ
の
こ
の
で
紺
の
ら
れ

て
い
佐
の
で
あ

ろ
ろ
か
。

「
一
占

い
Ｙ
ぁ
る
の
庫

一
確

の
超

で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
万
索
後
ろ
ぐ
ｔ
る
き
独
た
逐
書
ｉ
あ
り

、
玄
監

の
物
賓
名
に
は
蹴
後
各
ｋ

一
孜
す
る
モ
の
が
あ
な

が
、
な
お
読

み
が
花
い
お

の
を
ぁ

っ
て
、
今
後
の
調
査
に
ま

つ
と
と
協
ｔ
た

い
。

-6-
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